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強く思うようになった 思うようになった どちらともいえない 思わなくなった 金く思わなくなった 合　計
1：よい（楽しい）思い出になる 53ユ 26．5 17．3 0．0 3．1 100．0
2：人間関係をよくする 28．1 39．6 25．0 1．0 6．3 100．0
3：現在の自分を支えている 17．7 27．1 38．5 6．3 104 100．0
4　：何かを始めたらそれを続けられる自信がある 2L1 28．4 35．8 5．3 9．5 100．0
5：体力には自信がある 6．3 16．7 38．5 21．9 16．7 100．0
6：運動・スポーツに興味がある 26．0 30．2 28ユ 8．3 7．3 100．0
7：運動・スポーツ活動を行う 6．3 22．1 37．9 17．9 15．8 100．0
8：健康には自信がある 6．3 12．6 46．3 21．1 13．7 100．0
9　：運動・スポーツをやるより観る方が蜂きだ 16．1 ！9遵 39．8 14．0 10．8 100．0
10：何事にも挑戦するのは好きだ 29．2 30．2 34．4 2．1 4．2 100．0
11：運動・スポーツをすれば自分は上手になれる 5．4 20．4 40．9 20．4 12．9 100．0
12：お金や時間の無駄になる 1．0 1．0 18．8 20．8 58．3 ！00．0
！3：自分には何の役にも立たない Ll 6．4 22．3 16．0 54．3 100．0
14：参加すればチーム内で認められる人間になれる 7．4 17．0 53．2 8．5 13．8 100．0
！5：勉強や仕事の邪魔になる L1 3．2 15．8 16．8 63．2 100．0
16：人閥には運動・スポーツを行う必要がない 2．1 1．1 IL7 8．5 76．6 100．0
17：仲間と楽しむことができる 36．5 42．7 14．6 2．1 4．2 100．0
18：勝敗にこだわる 43 17．0 35．1 ll．7 31．9 100．0
19：一入で楽しむことができる 16．8 27．4 37．9 9．5 8．4 100．0
20：健康のために必要だ 61．2 24．5 11．2 2．0 1．0 100．0
21：気分転換ができる 5LO 37．8 9．2 LO 1．0 100．0
22：社会にも共通する大切なものを学べる 42．3 36．1 16．5 2．1 3．1 100．0
23：勝つことが重要だ 2ユ 7．4 46．8 11．7 31．9 100．0
24：ストレス解消ができる 41．1 38．9 15．8 2ユ 2．1 100．0
25：自分の体力を高められる 31．2 37．6 25．8 3．2 2．2 100．0
26：チームメイトと協力することは重要だ 35．1 45．7 14．9 1．1 3．2 100．0
27：試合は私にとって重要だ 3．2 14．9 45．7 12．8 23．4 100．0
28：運動・スポーツを楽しんでいる 20．7 32．6 304 5．4 10．9 100．0
29：私の健康のために良いことである 40．2 37．1 15．5 3．1 4．1 100．0
30：多くの友人をつくることができる 23．7 44ユ 23．7 3．2 5．4 100．0
31：勝ったとき私は大変幸せである 13．8 24．5 39．4 12．8 9．6 100．0
32：余暇の有効な利用法である 19．1 46．8 25．5 4．3 4．3 100．0
33：運動・スポーツでは耐えることが大切だ 13．8 29．8 35．1 7遵 13．8 100．0
34：友人達と運動・スポーツを楽しんでいる 7．6 15．2 32．6 19．6 25．0 100．0
35：スポーツで私は勝ちたい 4．3 15．1 37．6 14．0 29．0 100．0
36：厳しいトレーニングが大切だ 4．3 12．8 44．7 20．2 18．1 100．0
37：他の入とコミュニケーションが深められる 27．7 48．9 16．0 3．2 4．3 100．0
38：ルールを守る精神が育てられる 25．0 47．8 21．7 2．2 3．3 100．0
39：チームワークを大切にする態度を養える 29．8 44．7 20．2 2．1 3．2 100．0
40：スポーツ教室やイベントがあれば参頒したい 14．1 20．7 37．0 12．0 16．3 100．0
41：運動施設があれば利用したい 21．5 25．8 26．9 11．8 14．0 100．0
42：一緒に運動・スポーツをする神間がいればやりたい 15．8 31．6 26．3 12．6 13．7 100．0
43：家族が運動・スポーツを強く勧める 3．2 8．5 34．0 21．3 33．0 100．0
44：積極的に行動できる 16．3 28．3 39．1 8．7 7．6 100．0
45：いろいろな人と付き合うのが好きである 34．7 35．8 24．2 2．1 3．2 100．0
46：物事を率覆に見つめることができる 21．5 39．8 36．6 0．0 2．2 100．0
47：物事を忍耐強く行える 23．2 35．8 36．8 3．2 1ユ 100．0
48：自分の可能性を高めたい 35．5 40．9 19．4 ！．1 3．2 100．0
49：物事を良い方や楽しい方に考える 26．3 284 37．9 5．3 2．1 100．0
50：人に対する思いやりがある 19．1 37．2 38．3 3．2 2．1 100．0
51：休養・麟民は十分とる 20．8 36．5 36．5 6．3 0．0 100．0
52：主体性を持って行動できる 17．9 38．9 36．8 5．3 L1 100．O
53：意志は強いほうだ 24．5 37．2 28．7 7．4 2．1 100．0
54：リーダーなどになって物事を解決していく方だ 9．6 16．0 53．2 17．0 4．3 100．0
55：喜怒哀楽などの気分の変化は小さい 5．4 21．5 49．5 19．4 4．3 100．0
56：自分の意見に固執しない 9．8 23．9 53．3 8．7 4．3 100．0
57：積極的に外出する 29．8 28．7 26．6 8．5 6．4 100．0
58：自分のことは自分でやる 40．6 28．1 24．0 4．2 3．1 ！00．0
59：心が満たされている 14．9 33．0 39．4 4．3 8．5 100．0
60：動揺せずに自分をコントロールできる 14．0 28．0 44．1 8．6 5．4 100．0
6！：暑い・寒いなどの不平を言わない 18．1 28．7 29．8 16．0 74 100．0
62：疲れを自分で癒すことができる 14．0 3L2 38．7 9．7 6．5 100．0
63：風邪はひきにくいほうだ 14．6 27ユ 29．2 17．7 ll．5 ！00．0
64：自分の体力を把握している 20．2 52．1 20．2 4．3 3．2 100．0
65：自分の運動機能を把握している 23．2 50．5 21ユ 1ユ 4．2 100．0
66：考え方が柔軟である 17．2 26．9 44．1 7．5 43 100．0
67：自分のことは自分で判断できる 30．9 41．5 22．3 4．3 1ユ 100．0
68：飽きっぽい方だ 5．3 11．7 37．2 24．5 21．3 100．0
69：活動的な方だ 14．0 33．3 38．7 9．7 4．3 100．0
70：体育の授業は好きである 23．4 31．9 36．2 2．1 6．4 100．0
71：生活に張りがある 16．0 41．5 29．8 6．4 6．4 100．0
72：よい友人がいる 42．6 25．5 25．5 2．1 4．3 100．0
73：人間の身体や精神に関心がある 50．5 36．8 7．4 3．2 2．1 100．0
74：自分に自信が持てる lL8 36．6 39．8 6．5 5．4 100．0
75：医療や福祉に関心がある 60．6 26．6 12．8 0．0 0．0 100．0
76：ボランティア活動などに参加する 12．0 27．2 38．0 10．9 12．0 100．0
77：自分自身の側面を知っている 16．0 40．4 39護 3．2 1．1 100．0
78：ボランティアなどの社会的活動に関心がある 29．0 37．6 24．7 4．3 4．3 100．0
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制度が施行されてからであったので、必修制度と選択
制度の違いが授業の印象や履修後の感想に影響してい
る可能性は大きい。
　選択履修制度が導入されたことによって履修者数は
激減した。しかし、このことが即ち身体障害学生の運
動離れに直結しているとは言えない。障害者に限らず
健康管理上、健康の保持増進に対する身体運動の重要
性は周知の通りである2’6）。たとえそれが個々の事情に
よって不定期の実施であったとしても、運動やスポー
ツが長期にわたり継続されることは重要である12～17）。
しかし、本調査の結果から推察されることは、多くの
身体障害学生はむしろ体育実技を選択することを避け
ているのが現状のようである。その理由を究明し、身
体障害者が運動・スポーツに参加する機会をもうける
ための対策を講じることは非常に重要である。
2．運動・スポーツに対する意識
　本研究の対象者のうち、「毎週1回以上の運動を実
施している者」と「月に1回以上」を合計すると
39．1％の者が何らかの運動を定期的に実施していた。
介入研究のように運動条件を規定し、実施状況を管理
できる体制であれば、一般に身体運動の継続率は低く
ない’2’13”7＞。しかし、一定期間の運動指導を受け、自
宅でも継続的に運動を行えるだけの知識と実践方法を
身につけた者であっても、月日の経過とともに身体運
動の継続率は大きく減少する14～16＞。養護学校卒業後の
知的障害のある人々を対象とした研究報告では、日常
的なスポーツ活動を全くしていないという人は74ユ％
を占めることが明らかにされている4＞。身体障害者本
人だけでなく家族や周囲の人も含め、身体障害者が運
動やスポーツを行うことを促すことはあっても否定す
ることはないと思われるため、運動・スポーツを実践
しない理由を明確にし、何らかの対策を講じることは
重要である。本研究の対象者の実施している運動・ス
ポーツに対する意識の特徴として、高い競技レベルを
求めていないこと、お金をかけないことがあげられ、
このことは、費用をかけずに手軽に行える運動・スポ
ーツが好まれるともいえる。また、現在の指導体制や
施設に対する要求は少なからずあることが推察され
る。一方、運動・スポーツを実施していない理由では、
「興味がない」とか「嫌いだから」運動やスポーツを
行わないわけではなく、「身体的事情でできない」「き
っかけがない」「一緒にやる友人がいない」という理
由が大きいと思われる。日本身障者スポーツ協会（平
成3年）によれば、車椅子バスケットボール加入動機
では、「指導者の勧め」と「友人の勧め」の合計が
65．2％を占めている6＞。著者らは、放送大学身障者体
育実技を履修した学生に対して、いわゆる生涯スポー
ツを促す窓口的存在としての役割も担っていることか
らも、今後は運動・スポーツ種目に対する指導や施設
などの情報の提供量を増やすことで、定期的な運動・
スポーツの実施者を増加させるための積極的な指導を
試みたい。
3．放送大学身障者体育実技を受講した印象や感想
　放送大学身障者体育実技に対する印象が肯定的であ
った回答が60％以上を占めた項目は10項目中8項目認
められ、「体育のイメージが変わった」「新しい知識が
習得できた」「身体を動かすことが楽しくなった」な
ど、我々の行っている体育実技が履修者に受け入れら
れていたことが概ね確認された。中でも「指導内容が
適切であった」は最も高率であった。草野5）は身体障
害者のスポーツと社会的課題をレビューする中で、身
体障害者がスポーツを行うとき、自分の期待や夢に沿
って自分なりの目標を持ち、そのための練習やトレー
ニングを失敗を重ねながらも継続することで、やがて
一つの小さな目標を達成し喜びと感動を味わうと述べ
ている。さらにその達成感は、自信につながり、意欲
や向上心に発展し、さらにそれは内発的動機付けを高
め、次の新たな目標に挑戦したくなるという回路がで
きあがるとし、この回路を何度も巡るうちにいわゆる
自己発見がなされ、自己表現がなされ、次第に自己実
現に近づくと説明している。Richter23）も身体障害者
スポーツが自己評価や自己心象に良い影響を与えるこ
とを述べている。そして、これらの自己実現のより良
い展開を促す役割として現場の指導者の重要性が強調
されている5＞。BlockとCOnatser24）は、指導者の役割を
クラスなどにある心理的・物理的バリアを取り除く役
割（advocacy）、運動の指導の役割（trainer　or
educator）、運動に関する新しい指導法や新しい運動
器具などに関する情報を見つけ、それを他の関係者に
伝える役割（fact　finder）、そして、どんなカリキュ
ラムがよいかということよりも、どんなインストラク
ションがその人に有効かということを示すことができ
る専門家の役割（process　specialist）の4種に整理し
た。このことからも、著者らは本研究結果を放送大学
身障者体育実技に対する評価として真摯に受け止めな
ければならない。特に、「授業回数が少ない」や「運
動量が軽すぎた」という回答については、授業回数を
増やすことや運動量を個々に設定することなどを今後
の検討課題としたい。
4．放送大学身障者体育実技履修後の「気持ち」「考
　　え方」「行動」に関する意識
　放送大学身障者体育実技を履修したことで、体育・
スポーツに対する印象はいかに変化したのか、また、
そのことによって日常的な身体活動の重要性が再認識
されたのかどうかを明確にすることは重要である。そ
こで、放送大学身障者体育実技を受講した後の「気持
ち」「考え方」「態度」「行動」の変化について78項目
を調査した。その結果、運動・スポーツに対する意識
が肯定的に変化したという回答の割合が60％以上を占
めた項目の数は27に及んだ。これらの結果は、いわゆ
る心理的な健康度を増加させたと言える反面、変化の
無かった項目や減少した項目もあった。安永ら25）は、
運動や身体活動が生理的な側面だけでなく、心理的、
社会的側面に及ぼす効果を高齢者について検証し、運
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表4　受講後の意識と関連性がみられた属性
属　性 関連性がみられる項目 有意差
一般体育実技の履修経験の有無（小学校） チームワークを大切にする態度を養える P＜O．05
ク スポーツ教室やイベントがあれば参加したい p＜0，05
一般体育実技の履修経験の有無（中学校） 人聞関係をよくする p＜0．05
〃 社会にも共通する大切なものを学べる p＜0．05
一般体育実技の履修経験の有無（高校） 社会にも共通する大切なものを学べる P＜O．05
〃 仲間と楽しむことができる p＜0．05
? 余暇の有効な利用法である p＜0．05
? 勉強や仕事の邪魔になる p＜0．05
体育実技の履修形式（必修・選択） 勝ったとき私はたいへん幸せである P＜0．Ol
? スポーツで私は勝ちたい p＜0．05
ク お金や時間の無駄になる p〈0．05
ク チームメイトと協力することは重要だ p＜0．05
〃 運動・スポーツをやるより見る方が好きだ p＜0．05
ク 勉強や仕事の邪魔になる p＜0．05
〃 スポーツ教室やイベントがあれば参加したい p〈0．05
? 勝敗にこだわる p〈0．05
〃 よい（楽しい）思い出になる P＜0。Ol
動習慣のある者ほど結うつ性が有意に低いこと、抑う
つ症状が運動を頻繁に行う者ほどよかったことなどを
示しているが、運動と心理的健康の間には強い関係性
はないという報告も示している。同様に、青木26）も先
行研究を検討し、短期的（一過性）運動と長期的運動
（トレーニング）が不安、緊張、抑うつの低減、気分、
自己概念の改善、ストレス耐性の向上などの効果があ
ることを示しながらも、必ずしも共通した結果が得ら
れていないことも明確にしている。
　本研究では、少なくとも放送大学身障者体育実技を
受けた結果、健康に対する運動の必要性、意欲、自信、
忍耐、協調・協力など、気持ちや考え方が前向きに変
化したこと、また、運動を行うことで得られる効果を
再認識し、態度や行動のあり方に対して何らかの影響
を及ぼした可能性が高いと思われる。しかし、コント
ロール群との比較が行えなかったため、この変化が放
送大学身障者体育実技だけの影響であるとは限定でき
ない。また、履修後の意識と関連性がみられた属性に
は、表4に示したとおり「小学校、中学校、高等学校
における一般体育実技の各履修経験の有無」と「放送
大学体育実技の履修形式の違い」があった。履修形式
の違いでは、9項目との関連性が示された。しかし、
現状では、いずれの意識についても属性との因果関係
を明確にすることは困難であるため、属性と受講後の
因果関係については今後の課題としたい。
V．結 論
　身体に障害を有する学生を対象にした放送大学体育
実技を受講した200名に対して、体育・スポーツに対
する意識や健康に関わる考え方の変化等について、ア
ンケートによる質問調査を行った結果、以下のことが
明らかとなった。
1．健康に対する運動の必要性、意欲、自信、忍耐、
　協調・協力など、運動を行うことで得られる効果が
対象者に実感された可能性が高い。
2．本授業の履修経験によって、これまでの体育・ス
ポーツに対して抱いていた意識に何らかの良い影響
　を与えた可能性が高い。
3．「一般体育実技の履修経験」と「体育実技の履修
形式」は、履修後の運動・スポーツに対する「気持
ち」「考え方」「態度」「行動」に関する意識の変化
　と関連性が深いことが示唆された。今後は、この点
をさらに精査し、身体障害者の体育・スポーツのあ
　り方を検討していきたい。
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